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中里小学校
教諭

白川　詔子

小泊小学校
教諭

中川　　学

武田小学校
校長

神　　彰彦

中里小学校
教諭

鳥谷部宮子

小泊小学校
教諭

藤田　晴美

武田小学校
教諭

中谷　卓生

薄市小学校
教諭

佐藤江里子

小泊小学校
教諭

土岐千佳子

中里中学校
教諭

斉藤　章代

小泊小学校
教諭

高橋　啓子

小泊中学校
教諭

台丸谷浩臣

中里小学校
教諭

高橋てい子

小泊中学校
養護教諭

佐藤　方美

今
年
度
４
月
か
ら

　
　
中
泊
町
に
赴
任
し
て
き
た

　
　
　
　
教
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

４月１日付けで町役場に採用された職員を紹介します。

　生まれ育ったこの中泊町でこ
うしてお仕事ができることを嬉
しく思います。これから地域活
性化の為、精一杯頑張らせてい
ただきますので、よろしくお願
いします。

福祉課　福祉係
主事　外　崎　健　太

　まだまだ未熟で不安な事もあ
りますが、日々の仕事をしっか
りこなし、早く一人前になれる
よう努力していきます。ご指導
の程よろしくお願いします。

水産観光課 観光係
主事　青　山　順　哉

　少しでも早く仕事を覚え、町
民の皆様のお役にたてるよう努
めたいと思います。暮らしやす
い町・活気あふれる町をめざし
一生懸命頑張っていくので、こ
れからよろしくお願いします。

町民課　戸籍住民係
主事　澤　田　愛　野 　一日でも早く仕事に慣れるよ

うに頑張って行きたいと思いま
す。減塩などの料理や健康（栄
養）についてご相談がありまし
たら、いつでもお待ちしており
ます。不慣れでご迷惑をかける
こともあるかと思いますが、よ
ろしくお願いします。

中里保健センター保健衛生係
主事　鈴　木　瑞　季

役場新採用職員の紹介NEW FACE
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春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
告
げ
る
竜

泊
ラ
イ
ン
の
冬
季
閉
鎖
解
除
に
合
わ

せ
て
オ
ー
プ
ン
し
た
「
道
の
駅
こ
ど

ま
り
」
で
４
月
23
日
㈯
、
24
日
㈰
、

オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

ヤ
リ
イ
カ
味
覚
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、

２
日
間
合
わ
せ
て
約
１
５
０
０
人
が

来
場
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
こ
ど
も
園
こ
ど
ま
り
の

園
児
ら
13
人
が
当
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
米
ケ
ル
・
イ
カ
り
ん
・

米
ケ
ル
Jr.
た
ち
と
一
緒
に
、
訪
れ
た

観
光
客
や
地
元
買
い
物
客
に
ダ
ン
ス

を
披
露
し
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
店
頭
に
は
活
〆
ヤ
リ
イ
カ
を

は
じ
め
、
ホ
タ
テ
の
網
焼
き
な
ど
、

旬
の
新
鮮
食
材
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

快
晴
と
な
っ
た
２
日
目
は
、
午
前
中

で
ホ
タ
テ
の
網
焼
き
や
小
泊
漁
協
婦

人
部
が
提
供
す
る
海
鮮
お
好
み
焼
き

が
完
売
す
る
な
ど
大
勢
の
来
場
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
23
日
か
ら
は
レ
ス
ト
ラ
ン

竜
泊
で
も
メ
バ
ル
膳
の
提
供
が
始
ま

り
、
大
勢
の
お
客
さ
ん
が
メ
バ
ル
膳

を
求
め
て
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　当町の新・ご当地グルメ「中泊メバルの刺身と
煮付け膳」が４月19日㈫、１万5000食を突破し
ました。１万5000食目となったのは、おさかな
海岸に昼食を食べにきたつがる市の会社員太田広
喜さんらで、興味があったメバル膳を会社の同僚
と食べに来たそうです。注文後、記念イベントが
行われ、メバル膳をプロデュースしたヒロ中田さ
んから記念品や感謝状などが贈られました。メバ
ル膳を食べた太田さんらは「刺身のコリコリ感が
いい。煮付けもおいしく満足できた。知人にも勧
めたい」と舌鼓を打っていました。

ヤ
リ
イ
カ
・
ホ
タ
テ
・
メ
バ
ル
膳
道
の
駅
こ
ど
ま
り
オ
ー
プ
ン

メバル膳15000食突破 記念品・感謝状授与

元気にダンスを披露

巨大なタコにおどろく

メバル膳大好評

ホッケのつみれ汁の振る舞い
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駅
ナ
カ
「
に
ぎ
わ
い
空
間
」
実
行
委

員
会
が
、
４
月
２
日
㈯
津
軽
中
里
駅
の

駅
ナ
カ
に
ぎ
わ
い
空
間
で
、
５
回
目
と

な
る
「
三
上
寛
ふ
る
さ
と
に
叫
ぶ
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
叫
び
を

聞
こ
う
と
約
１
０
０
人
の
来
場
者
が
集

ま
り
、
ラ
イ
ブ
を
観
賞
し
ま
し
た
。

　

三
上
さ
ん
の
同
級
生
の
下
川
原
久
恭

さ
ん
の
ギ
タ
ー
演
奏
と
今
ゆ
き
子
さ
ん

の
語
り
で
始
ま
り
、
続
い
て
加
藤
則
子

さ
ん
が
歌
を
披
露
し
会
場
を
沸
か
せ
ま

し
た
。

　

最
後
に
三
上
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
が
行
わ

れ
、
今
年
も
自
身
の
想
い
を
ギ
タ
ー
に

の
せ
て
、
歌
い
、
そ
し
て
叫
び
ま
し
た
。

三
上
さ
ん
が
叫
ぶ
と
会
場
は
こ
の
日
一

番
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

三
上
さ
ん
は
「
変
わ
ら
な
い
も
の
が

あ
る
の
が
中
泊
の
良
い
所
。
こ
れ
か
ら

も
１
年
に
１
回
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　中泊町や津軽地方に関する夢のある構想を「ほら」
として発表し、まちづくりのヒントにしようと駅ナカ
にぎわい空間実行委員会（会長・夏原謙二）が、４月３
日㈰駅ナカにぎわい空間で第２回うそ八百ほら吹き
大会を開催し、約250人が来場しました。大会には幅
広い年代の６人が出場し、自慢のほらを次々と発表し
ていきました。
　青森市から出場した最年少の夏原百花さんは、習っ
ているねぶた囃子を弟と一緒に披露したり、成田道史
（派立下）さんは、落語調に発表したりとほらだけでなく様々な趣向を凝らし会場を盛り上げました。

　発表後は、横笛奏者のHIROMASAさんの
演奏や加藤則子さんの歌が披露され、会場は
変わらず盛り上がりました。
　町の名産や観光の強化をテーマにほらを吹
いた秋元正美（豊島）さんが昨年度に続き優勝
し２連覇を果たしました。秋元さんは「昨年
に続いて優勝できて嬉しい。死ぬまでほらを
吹いてたくさんの人を笑顔にしたい」と話し
ていました。

三
上
寛
ふ
る
さ
と
に
叫
ぶ

ふ
る
さ
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
大
使
の
凱
旋
ラ
イ
ブ

盛大なほらに沸く会場 第２回ほら吹き大会

叫ぶ三上寛さん

２連覇した秋元さん

出場者らで記念写真
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